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本誌には、研究論文のほかに、書評論文、資料等の欄を設ける。

1)本 誌の投稿者は、原則として京都大学文学部社会学研究室に所属する専任お

よび非常勤の教官、ならびに大学院生 ・研修員、研究生とする。

2)投 稿に関する細目は別に定める。

論文等は、未公刊のものに限る。

論文等は、編集委員会によって審査され、その掲載について検討される。

1)論 文等の原稿は、所定の執筆要項に準拠したものに限る。

2)執 筆要項は別に定める。
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